






その他のタイトル Structure and Function of Reporting : Types of







び引用動詞の主格補語による，次のような語の連なりとして表現される。1）   
（1）【主格補語］が／は＋［引用句】と＋【引用動詞】  
ユ  ，  1   
（2）  彼は  僕は無実だと  言った   
















（6）河野の報告では，誘拐された学童は宝塚市内の自宅から大阪・箕面   






う点である。   
（7）L主語補語】が／は  ＋ 【引用句】と  ＋ 【引用動詞】  
J  ↓  J  
¢  この種の取り立ては情容赦もないと  聞く   
日本語ほ，必須補語といえども省略が可能で，文脈や場面から何が億示され  
ているのかが明らかなときは，補語を省略するほうが普通である。例えば次の  










し11）？朋江は，この種の取り立ては情容赦もたいと聞くから‥・。   
（12）？河野の報告では，担竪廷誘拐された学童は宝塚市内の自宅から大  
阪・箕面市の小学校に電車通学をLていたという。   
さらにまた，このような制約は主格補語の場合だけでなく，その他の補語の  
場合にも適用される。例えば「聞く」や「言う」は与格補語「一に」を取る動  
詞であるが，それを加えた次の文は不自然である。   
（13）？人にこの種の取り立ては情容赦もないと聞くから…。   
（14）P河野の報告では，誘拐された学童は宝塚市内の自宅から大阪・箕  
面市の小学校に電車通学をしていたと塾⊆いう。   
典型的な引用文にこのような制約はなく，引用動詞の講義に応じてさまざま  
な補語を自由に取ることができる。   
（15）彼はその会議の席で私達に僕ほ無実だと言った。   











2．ト｝と見える」型の文と助動詞文との比較   
（4）から（6）の文は，他の表現で言い換えるとするなら次のような助動詞  
文になるだろう。   
（16）家からは電話はかけられないらしく，男の電話にはいつも街の騒音  
が混じっていた。   














である。   

















それらを文中に取り込んだ次の文は，全く認められないものである。   
（19）＊私は昨晩大雨が降ったそうだ，   











は次の文を観察Lて見ることにしよう。   
（22）昨晩大雨が降ったと聞く。   
（23）昨晩大雨が降ったと聞いた。   
（24）？昨晩大雨が降ったとは聞かない。   
（25）？昨晩大雨が降ったと聞きますか。   









（23）のほうは，いつどこでなどを問題にすることができる。   
（27）彼は大学で，親しい友達から，昨晩大雨が降ったと聞いた。  
この場合は特定の「聞く」行為を表しており，引用動詞はこの文の述語という  












問題については寺村（1979b）に詳しく報告されている。   
（28）＊彼は辞任するそうではない。（寺村（1979b），196頁）   
（29）＊翌日は海が荒れるそうだった。（同，197頁）   



















である（33）が文とLての資格を失うようなことばない。   
（31）昨晩大雨が降ったと言う。   
（32）昨晩大雨が降ったと見える。   
（33）昨晩大雨が降った。   
一方，典型的な引用文では引用動詞の存在が文成立の不可欠の要素であって，  
これを取り除くと文としては全く成り立たないものになってLまう。   







ことになるjっけである。   
（36）彼は僕は無実だと言った。  ■・・…命題内容＋断定のムード4）   
（37）彼は僕は無実だと言ったらしい。…命題内容＋推量のムード   
（38）彼は僕は無実だと言ったそうだ。・＝命題内容＋伝聞のムード   
典型的な引用文と，助動詞文と化Lた引用文の以上述べたような構文的な差  
異は，次のように図示することができる。   
引用文の構造と機能  
【国1】  
文 ／へ  
79  
命題内容  ムード  
（断定）  
l三格補語  引用句  引用動詞  
I  l  】  
彼（は） 僕は撫実だ（と） 言った  
［図2】  
文  ／へ  
命題内容  ム▼ド  
l  
引用句 ∠＝ゝ  




似通っていることが分かる。   
（39）今日中にこの仕事を終わらせたいと思います。   
（40）恐らく間違いないと思う。   
（41）雨が降ると思いますか。   
まず，これらに特徴的なことは，引用動詞の主格補語が常に話し手（質問文  
















観察を思い起こさせるような現象である。   
以上のような現象はなぜ起こるのだろうか。結論を先に言えば，ここで見た  
「”と思う」型の引用動詞5）も多分にムードの助動詞的な用法に近付いている  
からではないかと患う。   




い換えてもそれはど大きく意味が変わるわけではない。   
（47）今日中にこの仕事を終わらせたい。   
（48）恐らく間違いありません。   
（49）雨が降りますか。  
例えば（47）の文が表しているのは話し手の希望である。つまりこの文を発す  


























いて考えてみることにしたい。   
例えば，く52）の発言に対して，それを聞いた相手が（53）のように応じたと  
する。   




講L手はそれが奏であることを疑っているのである。   
また，（52）の文の聞き手が次のように応えた場合も同じことが言える。   






定は向けられていないのである。   
Hooper（1975）は，疑問や否定の対象となる部分は，その文の「断定」を表  
す部分であると述べている。ここで言う「断定」とは，談話の申で重要な位置  






なかったことからも分かる。   
このような例とは対比的に，典型的な引用文である（55）では，（56）に示す  
（a）と（b）の2つの命題内容が，情報として対等な価値をもっている。7）   





（55）に対する応答は次に見るように異なった読みが可能になる。   
（57）そうでしょうか。そう患っているのは彼女ではなくてあなたなので  
はないですか。   
（58）そうでしょうか。彼女は彼ではなく彼の息子が犯人だと思っている  
のではないでしょうか。   
（59）そんなことはないでしょう。あなたならともかく彼女がそんなこと  












る。次の例を見てみよう。   
（61）彼は無実だと患います。   















なす要素として文構成にあずかっているのである。   
引用動詞のこのような役割は，典型的な引用文を見ることによってより明ら  
かなものとなる。例えばある人が「旅行に行こう」と発言Lたとする。それを  
聞いた人は，その事態を次のようなさまざまな文で伝えることができる。   
（64）ある人が旅行に行こうと言った。   
（65）ある人が旅行に行こうとつぶやいた。   
（66）ある人が旅行に行こうと私を誘った。   
（67）ある人が旅行に行こうと彼女を誘った。   
（68）ある人が旅行に行こうと決心Lた。   
































Lているのかを明らかにするものであると言える。   
すなわち引用文は，もとの文の発言の場と当の引用文の発言の場という二つ  
の場の，前者を後者の中に入れ子型に取り込むという形の二重性によって成り   






















かを表Lている。   
以上述べた第1の発言の場を第2の発言の場において再現したものが例えば  
次の文である。   
（70）太郎は花子に旅行に行こうと誘いかけたらしい。  
第1の発言の場において関与している項目は，第2の発言の場で発せられた  
（70）の文の中で次のように指し示されている。9）   
砂川有里子  86  
話し手才 聞き手2 行為2 時点2   
前節で，典型的な引用文は弟2の発言の場に第1の発言の場を入れ子型に取り  
込んだものであると述べたが，（71）はまさにそれが文という形式の申でどのよ  














いちカツコをつけることはLないでおいた。   
さてここで，前節で問題にした「－と思う」型の引用文がこの「場の二重性」  
という側面で，どのような特徴を示すのかを見てみたい。ここでは次の例を取   
引用文の構造と機能  87  
り上げることにする。   













点（時点2）が挙げられる。 そしてこの発言内容は命題内容とムードの構成体  
（【命題内容＋ムード］2）によって表現される。   
以上の点から，（72）の文は次のように表すことができる。  
（73）  
話し手2 聞き手2 行為2 時点2   
ここに見るように，（72）の文は，この文の発言の場に患者の場を再現させたも  












るものであるが，これについては稿を改めて述べることにLたい。   




と大きく区別される点である。   
（75）話し手1≠話し手2，聞き手1≠聞き手2，時点1≠時点2，【命題内容＋ム  
ード】1≠【命題内容＋ムード］2，行為1≠行為2   
なあ（75）では「話L手1≠話L手2」，「聞き手1≠聞き手2」となっているが，  
典型的な引用文の中にはどちらも等号で結ばれる次のような文もある。   









の文を例にとって考えてみることにしたい。   
（77）昨晩大雨が降ったと見える。  
すでに述べたよぅに，こニキの文の話し手鱒「昨晩大雨が降った」という命題内容  
を伝えると共に，その命題内容に対する話し手の心的なかかわりかたを伝えて   


























2） 寺村（1979a），同（1984）など。  
3） 寺村（1979b），198頁   
90  砂川有里子   









7）lioopefは，“He says he wants to hire a woman”という文を例に取り，この  




ているものの中には，think，believe，Say，求emなど，太稿で「～と思う」塾や   
「～と見える」型の引用動詞として扱った動詞に相当するものが多い。このことは  
日本語の引用動詞の中にも断定的述語と非断定的述語の別があることを示唆してい  
るように眉われ 大変興味深い聞題であるが，この点については稿を改めて考える  
ことにしたい。  
8） ただし，その情報的な価値が引用句の命題内容ほど大きいものでないことば，すで  
に述べたとおりである。  
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